
鈴鹿市条例第１３号 

 

鈴鹿市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、都市計画法（昭和４３年法律第１００号。以下「法」という。）

第３４条第１２号及び都市計画法施行令（昭和４４年政令第１５８号。以下「令」と

いう。）第３６条第１項第３号ハの規定に基づき、市街化調整区域における開発行為

及び建築物の新築等の許可の基準に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この条例において使用する用語は、法において使用する用語の例による。 

（法第３４条第１２号の規定により条例で定める開発行為） 

第３条 法第３４条第１２号の規定により条例で定める開発行為は、次の各号に掲げる

要件のいずれにも該当する開発行為とする。 

(１) 開発区域に、令第８条第１項第２号ロからニまでに掲げる土地の区域として市

長が認める土地の区域を含まないこと。 

(２) 開発区域周辺の土地利用上支障がなく、かつ、周辺の環境に悪影響を及ぼさな

いと認められること。 

(３) 優良田園住宅の建設の促進に関する法律（平成１０年法律第４１号）第４条第

１項の認定を受けた優良田園住宅建設計画に基づいて行う開発行為であること。 

（令第３６条第１項第３号ハの規定により条例で定める建築物の新築等） 

第４条 令第３６条第１項第３号ハの規定により条例で定める建築物の新築等は、次の

各号に掲げる要件のいずれにも該当する建築物の新築等とする。 

(１) 建築物の新築等を行う土地の区域に、令第８条第１項第２号ロからニまでに掲

げる土地の区域として市長が認める土地の区域を含まないこと。 

(２) 建築物の新築等を行う土地の区域の周辺の土地利用上支障がなく、かつ、周辺

の環境に悪影響を及ぼさないと認められること。 

(３) 優良田園住宅の建設の促進に関する法律第４条第１項の認定を受けた優良田園

住宅建設計画に基づいて行う建築物の新築等であること。 

附 則 

この条例は、令和３年７月１日から施行する。 


